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中学１年数学講座中学１年数学講座中学１年数学講座中学１年数学講座

第７章 資料の活用

（４）中央値・最頻値

基本問題

講師：高山よしなり



(C)2014 Prisola International Inc.

2

前回の復習（平均値）前回の復習（平均値）前回の復習（平均値）前回の復習（平均値）

全ての数値から求めた平均値：１２．４５（分）（１２分２７秒）
度数分布表から求めた平均値：１３（分）

代表値として使える平均値以外の代表値として使える平均値以外の代表値として使える平均値以外の代表値として使える平均値以外の
値を考える値を考える値を考える値を考える→中央値・最頻値中央値・最頻値中央値・最頻値中央値・最頻値
下の数値は、ある中学校の生徒２０名の通学時間である。
４，５，５，６，８，１２，１３，１３，１５，１９
６，６，９，１１，１４，１６，１９，２０，２１，２７ （分）

中央値中央値中央値中央値

資料の値を大きさの順に並べたときに、その中央の値を
中央値中央値中央値中央値又はメジアンメジアンメジアンメジアンという。

最頻値（さいひんち）最頻値（さいひんち）最頻値（さいひんち）最頻値（さいひんち）

資料の値の中でもっとも頻繁（ひんぱん）に現れる値を
最頻値最頻値最頻値最頻値又はモードモードモードモードという。
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中央値中央値中央値中央値
下の数値は、ある中学校の生徒２０名の通学時間である。
４，５，５，６，８，１２，１３，１３，１５，１９
６，６，９，１１，１４，１６，１９，２０，２１，２７ （分）

中央値中央値中央値中央値

資料の値を大きさの順に並べたときに、
その中央の値を中央値中央値中央値中央値又はメジアンメジアンメジアンメジアンという。
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①資料の個数が偶数資料の個数が偶数資料の個数が偶数資料の個数が偶数の場合は、まん中の2
つの数字の平均が中央値となる。
例：右の表では、（１２＋１３）÷２

＝１２．５１２．５１２．５１２．５が中央値

②資料の個数が奇数資料の個数が奇数資料の個数が奇数資料の個数が奇数の場合は、まん中の
数字が中央値となる。



有料講座でご覧下さい


